
第
五
章

卸
電
力
取
引
所
（
第
百
三
十
二
条
の
二

第
百
三
十
二
条
の
十
一
）

第
五
章

卸
電
力
取
引
所
（
第
百
三
十
二
条
の
二

第
百
三
十
二
条
の
十
一
）

第
六
章

雑
則
（
第
百
三
十
三
条

第
百
三
十
八
条
）

第
六
章

雑
則
（
第
百
三
十
三
条

第
百
三
十
八
条
）

附
則

附
則

第
五
節
の
二

賠
償
負
担
金
の
回
収
等

﹇
新
設
﹈

（
賠
償
負
担
金
の
回
収
等
）

第
四
十
五
条
の
二
十
一
の
二

一
般
送
配
電
事
業
者
（
第
四
十
五
条
の
二
十
一
の
四
第
一
項
の
通
知
を
受
け
た
一

般
送
配
電
事
業
者
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
当
該
通
知
に
従
い
、
賠
償
負
担
金
（
次
条
第
一
項
に

規
定
す
る
賠
償
負
担
金
を
い
う
。）を
そ
の
接
続
供
給
の
相
手
方
か
ら
回
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
新
設
﹈

２

一
般
送
配
電
事
業
者
は
、
第
四
十
五
条
の
二
十
一
の
四
第
一
項
の
通
知
に
従
い
、各
原
子
力
発
電
事
業
者（
次

条
第
一
項
に
規
定
す
る
原
子
力
発
電
事
業
者
を
い
う
。）ご
と
に
賠
償
負
担
金
相
当
金
（
第
四
十
五
条
の
二
十
一

の
四
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
賠
償
負
担
金
相
当
金
を
い
う
。）を
払
い
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
賠
償
負
担
金
の
額
の
承
認
）

第
四
十
五
条
の
二
十
一
の
三

原
子
力
発
電
事
業
（
自
ら
が
維
持
し
、
及
び
運
用
す
る
原
子
力
発
電
工
作
物
を
用

い
て
小
売
電
気
事
業
、
一
般
送
配
電
事
業
又
は
特
定
送
配
電
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
の
電
気
を
発
電
す
る
事

業
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
十
五
条
の
二
十
一
の
六
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
営
む
発
電
事

業
者
（
以
下
こ
の
条
、
次
条
及
び
第
四
十
五
条
の
二
十
一
の
六
第
一
項
に
お
い
て
「
原
子
力
発
電
事
業
者
」
と

い
う
。）は
、
そ
の
運
用
す
る
原
子
力
発
電
工
作
物
及
び
廃
止
し
た
原
子
力
発
電
工
作
物
（
旧
原
子
力
発
電
事
業

者
（
当
該
原
子
力
発
電
事
業
者
が
営
む
原
子
力
発
電
事
業
に
相
当
す
る
事
業
を
営
ん
で
い
た
者
を
い
う
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
廃
止
し
た
も
の
を
含
む
。）（
第
三
項
及
び
第
四
十
五
条
の
二
十
一
の
六
第
一
項
に

お
い
て
単
に
「
原
子
力
発
電
工
作
物
」
と
い
う
。）に
係
る
原
子
力
損
害
（
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
原
子
力
損
害
及
び
こ
れ
に
相
当
す
る
も

の
を
い
う
。）の
賠
償
の
た
め
に
備
え
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
資
金
で
あ
っ
て
、
旧
原
子
力
発
電
事
業
者
が
平
成

二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
原
価
と
し
て
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
、
一
般
送
配
電
事
業

者
（
沖
縄
電
力
株
式
会
社
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
、
次
条
、
第
四
十
五
条
の
二
十
一
の
六
及
び
第
四
十
五
条
の

二
十
一
の
七
に
お
い
て
同
じ
。）が
行
う
接
続
供
給
に
よ
っ
て
回
収
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
回
収
し
よ
う
と
す

る
資
金
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
賠
償
負
担
金
」
と
い
う
。）の
額
に
つ
い
て
、
五
年
ご
と
に
、
経

済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
新
設
﹈

２

前
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
原
子
力
発
電
事
業
者
は
、
様
式
第
三
十
一
の
二
十
一
の
二
の
賠
償
負
担
金

承
認
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

賠
償
負
担
金
の
総
額
及
び
当
該
額
の
根
拠
を
記
載
し
た
書
類

二

五
年
間
に
回
収
し
よ
う
と
す
る
賠
償
負
担
金
の
額
及
び
当
該
額
の
根
拠
を
記
載
し
た
書
類

三

各
一
般
送
配
電
事
業
者
ご
と
の
回
収
す
べ
き
賠
償
負
担
金
の
額
及
び
当
該
額
の
根
拠
を
記
載
し
た
書
類

３

経
済
産
業
大
臣
は
、第
一
項
の
承
認
の
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、

同
項
の
承
認
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

賠
償
負
担
金
の
総
額
が
、
平
成
二
十
七
事
業
年
度
の
一
般
負
担
金
年
度
総
額
（
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉

等
支
援
機
構
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
九
十
四
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
負
担
金
年
度

総
額
を
い
う
。）を
原
子
力
発
電
工
作
物
の
出
力
（
原
子
力
損
倍
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
（
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
「
機
構
」
と
い
う
。）が
平
成
二
十
三
事
業
年
度
に
同
条
第
四
項
の
認
可
を
受
け
た
負
担
金
率
（
同
条

第
一
項
に
規
定
す
る
「
負
担
金
率
」
を
い
う
。）の
算
定
の
基
礎
と
な
る
原
子
力
発
電
工
作
物
の
出
力
（
キ
ロ

ワ
ッ
ト
で
表
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
い
う
。）で
除
し
て
得
た
額
、
原
子
力
発
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